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●表面雨量指数の活用による大雨警報(浸水害)の改善と

危険度分布の提供
・表面雨量指数の概要

・大雨警報(浸水害)・大雨注意報の基準と危険度分布の表示

・表面雨量指数導入による大雨警報(浸水害)の改善効果

●精緻化した流域雨量指数の活用による洪水警報の改善と

危険度分布の提供
・流域雨量指数の概要とその精緻化

・洪水警報・注意報の基準と危険度分布の表示

・流域雨量指数精緻化による洪水警報の改善効果

・気象庁ホームページにおける洪水警報の危険度分布の表示

平成29年7月20日滝川タイムライン検討会 気象台資料

大雨警報（浸水害）・洪水警報の基準改正
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① 大雨警報(浸水害)の改善を図るため、大雨警報(浸水害)の発表基準に、短時間強雨による浸水害発生との相関
が雨量よりも高い指数（表面雨量指数）を導入する。

② 大雨警報(浸水害)を補足するため、市町村内のどこで大雨警報(浸水害)基準値に達するかを視覚的に確認
できるよう、表面雨量指数を基準値で判定した結果を危険度分布の予測を示す情報として提供する。

住 民

警報等を補足する情報

大雨警報（浸水害）等が発表された市町村内において、
実際にどこで危険度が高まっているかを確認。

市町村市町村

（平成29年7月7日）

基準判定結果を地図上に表示発表基準※に導入

大雨注意報

大雨警報
（浸水害）

危険度の高まりを伝える情報

等

危険度の
高まりを
伝える

表面雨量指数

（平成29年7月4日）

危険な地域
を視覚的
に確認

精度改善（不要な警報の発表回避等）

短時間強雨による浸水害発生と相関が高い指標

※ 短時間強雨による浸水害発生との相関が高い表面雨量指数の導入
に伴い、現在用いている雨量基準（1時間雨量基準、3時間雨量基準）
は廃止。

危険な地域を分かりやすく表示

大雨警報（浸水害）の危険度分布

高

危
険
度

低

●表面雨量指数の活用による大雨警報(浸水害)の改善と危険度分布の提供

1



気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters

Japan Meteorological Agency

2

地中に水がしみこみやすい山地や

水はけのよい傾斜地では雨水が

たまりにくい。

●表面雨量指数の活用による大雨警報(浸水害)の改善と危険度分布の提供
・表面雨量指数の概要

浸
透
を
考
慮
し
た
流
出

都市部
直列五段タンクモデルを使用

都
市
域
の
流
出

タンク流出量 × 地形補正係数 ＝ 表面雨量指数

都市化率に応じた重み付き平均

その場の表面流出流の強さ 傾斜でみた排水効率 その場で降った雨による浸水危険度

表面雨量指数・・・地面の被覆状況や地質、地形勾配等の地理情報を考慮して、降った雨が
地表面にたまっている量をタンクモデルにより数値化した指標

表面雨量指数の特徴

アスファルトに覆われた都市部や

平坦で水はけの悪い場所では

雨水がたまりやすい。

非都市部
直列三段タンクモデルを使用

• 平坦な場所や都市域で大きな値を示す傾向がある。
• 短時間に降る局地的な大雨による浸水害発生との相関が高い。
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危険度分布の予測を示す情報で用いられる

大雨警報(浸水害)･大雨注意報の基準
平成25年8月前線による大雨：大阪府
大雨警報(浸水害)の危険度分布

表面雨量指数基準

下水道・側溝から水が溢れる
低地の浸水、住家の浸水

アンダーパス
冠水

地下室浸水

下水道や側溝の排水能力を超える
大雨による浸水害発生の危険度の
高まりを判定。

下記Ⅰ～Ⅲの基準に従い、
表面雨量指数をメッシュ毎に判定。

Ⅲ
警報の一段上
の基準

重大な浸水害が発生する
おそれが高い

警報対象災害に対して、適中率を重
視して表面雨量指数基準値を設定。 警

報
相
当

Ⅱ
大雨警報
の基準

重大な浸水害が発生する
おそれ

警報対象災害に対して、捕捉率を重
視して表面雨量指数基準値を設定。

Ⅰ
大雨注意報
の基準

浸水害が発生するおそれ

注意報対象災害に対して、捕捉率を
重視して表面雨量指数基準値を設定。

注
意
報
相
当

過去に発生した浸水害との関係や、それぞれの値に達す

る頻度等を調査の上、基準を設定する。

大阪府で
住家浸水被害が
発生した市町村

• 大雨警報(浸水害)の危険度分布は、下水道や側溝の排水能力を
超える大雨による浸水害発生の危険度の高まりを表す。

• 平坦な場所やくぼ地など地形的に浸水害が発生しやすい場所で高い危険度
を示す傾向がある。

浸水害発生の危険度が
高まっている地域を
絞り込んで表示

H29
導入

基準Ⅲにすでに到達
基準Ⅲに到達すると予想
基準Ⅱに到達すると予想
基準Ⅰに到達すると予想

●表面雨量指数の活用による大雨警報(浸水害)の改善と危険度分布の提供
・大雨警報(浸水害)・大雨注意報の基準と危険度分布の表示
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●表面雨量指数の活用による大雨警報(浸水害)の改善と危険度分布の提供
・表面雨量指数導入による大雨警報(浸水害)の改善効果

表面雨量指数導入による大雨警報(浸水害)の改善効果
～ 現行雨量基準と表面雨量指数基準の統計的検証より～
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警報基準の評価
対象災害※１の捕捉状況 空振りの状況

※１ 浸水総数1棟～10棟（市町村によって異なる）

注意報基準の評価

対象災害※２の捕捉状況 空振りの状況

※２ 浸水1棟以上、道路冠水・農地冠水1箇所以上

表面雨量指数基準は、現行基準に比べて、災害捕捉率を改善したうえで、空振り回数を大幅に低減。

表面雨量指数を導入することで、これまでよりも、災害の発生を見逃すことなく警報・注意報を発表できるようになり、ま

た、警報・注意報が発表されたときに災害が発生しないという状況が減ることが見込まれる。

捕捉率が43%から60%に改善 適中率が8%から22%に改善捕捉率が62%から69%に改善適中率が9%から22%に改善

空振り回数
53%減

空振り回数
67%減
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① 洪水警報の改善を図るため、洪水警報発表の基となる指数（流域雨量指数）を精緻化する。

② 洪水警報を補足するため、市町村内のどこで洪水警報基準値に達するかを視覚的に確認できるよう、
精緻化した流域雨量指数を基準値で判定した結果を危険度分布の予測を示す情報として提供する。

住 民

警報等を補足する情報

洪水警報等が発表された市町村内において、
実際にどこで危険度が高まっているかを確認。

市町村市町村洪水注意報

洪水警報

危険度の高まりを伝える情報

等

危険度の
高まりを
伝える

流域雨量指数

小河川も計算対象河川に含める※1

危険な地域
を視覚的
に確認

（平成29年7月7日）

基準判定結果を地図上に表示

（平成29年7月4日）

危険な地域を分かりやすく表示

発表基準※2に導入

※2 流域雨量指数の精緻化と対象河川拡大に伴い、現
在用いている雨量基準（ 1時間雨量基準、3時間
雨量基準）は廃止。

※1 計算格子を精緻化（５km→１km）し、精度向上を図る。
流路長１５km未満の小河川も計算対象に含め、
国土数値情報に登録された全ての中小河川を
対象に流域雨量指数を計算する。

精度改善（不要な警報の発表回避等）

洪水警報の危険度分布

高

危
険
度

低

気象庁ＨＰに
おける表示

●精緻化した流域雨量指数の活用による洪水警報の改善と危険度分布の提供
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• 各地点での中小河川の洪水危険度※の高まりを表す。
• 流域で降った大雨による中小河川の外水氾濫による洪水害発生との相関が雨量よりも高い。
※ 危険度は、洪水警報等の基準値への到達状況に応じて色分け表示される。洪水警報等の基準値は、過去の災害発生時の流域雨量指数を

網羅的に調査した上で設定しており、計算処理上の仮定に記載した、指数計算では考慮されていない要素も基準値には一定程度反映されている。

流域雨量指数の特徴

●精緻化した流域雨量指数の活用による洪水警報の改善と危険度分布の提供
・流域雨量指数の概要とその精緻化

6

格子間隔 5km

対象河川の
条件

国 土 数 値 情 報 に
登 録 さ れ て い る
河川のうち、長さ15km
以上の河川

格子間隔 1km

対象河川の
条件

国土数値情報に
登 録 さ れ て い る
全ての河川

現在

H29.7.4～

○流域雨量指数は、河川の上流域に降った雨水が、地表面や地中を通って河川に流れ出し、河川に沿って流れ下る量を数値化したもの。
○過去の災害発生時の流域雨量指数の値に基づき、気象庁が発表する洪水警報等の基準値を設定している。
○平成29年7月7日より、流域雨量指数の計算格子を5kmから1kmに精緻化し、長さ15km未満の河川も計算対象とする。
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流域雨量指数基準

危険度分布の予測を示す情報で用いられる

洪水警報･注意報の基準

中小河川の外水氾濫による浸水害発
生の危険度の高まりを判定。

複合基準
（流域雨量指数＋表面雨量指数）

河川の増水に伴って周辺で発生する内
水氾濫による浸水害発生の危険度の高
まりを判定。

平成28年台風第10号：岩手県岩泉町

洪水警報の危険度分布

Ⅲ
河川流域で発生した外水氾濫に起因する重
大な浸水害を高い確度で捕捉する
ように設定。（適中率30～40%程度）

警報
相当

Ⅱ
河川流域で発生した外水氾濫に起因する重
大な浸水害を捕捉するように設定。
（適中率10～20％程度）

Ⅰ 河川流域で発生した外水氾濫に起因する浸
水害を捕捉するように設定。

注意報
相当

下記Ⅰ～Ⅲの基準に従い、
流域雨量指数をメッシュ毎に判定。

下記Ⅰ～Ⅲの基準に従い、流域雨量指数と
表面雨量指数を組み合わせてメッシュ毎に判定。

Ⅲ 設定しない。
警報
相当Ⅱ 河川流域で発生した内水氾濫に起因する重

大な浸水害を捕捉するように設定。

Ⅰ 河川流域で発生した内水氾濫に起因する浸
水害を捕捉するように設定。

注意報
相当

洪水警報の危険度分布は、中小河川の外水氾濫、及び、河川周辺の内水氾濫
による浸水害発生の危険度の高まりを表す。

H29
より

過去に発生した浸水害との関係や、それぞれの値に

達する頻度等を調査の上、基準を設定する。

高

危
険
度

低

気象庁ＨＰに
おける表示

平成28年8月30日16:50

●精緻化した流域雨量指数の活用による洪水警報の改善と危険度分布の提供
・洪水警報・注意報の基準と危険度分布の表示
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●精緻化した流域雨量指数の活用による洪水警報の改善と危険度分布の提供
・流域雨量指数精緻化による洪水警報の改善効果

流域雨量指数精緻化による洪水警報の改善効果
～ 現行基準と精緻化後の新基準の統計的検証より～

警報基準の評価
対象災害※１の捕捉状況 空振りの状況

※１ 浸水総数1棟～10棟（市町村によって異なる）

注意報基準の評価

対象災害※２の捕捉状況 空振りの状況

※２ 浸水1棟以上、道路冠水・農地冠水1箇所以上

• 基準Ⅱ（警報基準）は、現行基準に比べて、災害捕捉率を改善し、空振り回数を1割程度減らすことができる。
• 基準Ⅰ（注意報基準）は、現行基準に比べて、災害捕捉率は改善するが、空振り回数が1.4倍に増加する。これは現行の大雨注意報基準で捕捉
してきた小河川の災害を新基準では洪水注意報基準で捕捉するためであり、大雨注意報の空振り回数が低減するため、水害の注意報として合

計すると空振り回数は減少となる。
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7%減
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●精緻化した流域雨量指数の活用による洪水警報の改善と危険度分布の提供
・気象庁ホームページにおける洪水警報の危険度分布の表示

指定河川洪水予報の発
表状況も重ねて表示。

拡大すると、
河川名も表示。

鉄道や道路等を重ねた表示も可能。

３時間先までの流域雨量指数の
予測値が洪水警報等の基準値に
到達しているかどうかで危険度を
５段階に色分けして、概ね
１ｋｍ毎に表示。
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